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目的

の解の個数について調べる。今回は を素数とし

①

② （ は素数）

の つを調べる

方法

が素数より フェルマーの小定理

よって の時 となるので 今回は について調べる

で作ったプログラムを用いてデータを集め 以下の点に着目する

① は素数

与えられた に対して解の数はどんな数があるか

解が１つしかない場合、 と の関係

解が 個の時、どんな と か

解が 個（ と同じ数）の時、どんな と か

② は素数

与えられた に対して解の数はどんな数があるか

解が１つしかない場合、 と の関係

解がない時の と の関係

解が 個の時、どんな と か

解が 個の時、どんな と か



～使ったプログラム～

の解の数を出すプログラム

の を定めた時 の値毎の解の個数を出すプログラム

の解の数を出すプログラム

の を定めた時 の値毎の解の個数を出すプログラム

オイラー数を出すプログラム





結果

表 の解の数と と の関係

の約数 解が１つの時の

なし



表 の解の数と と の関係

の約数 解が 個（ と同じ数）の時の



表 の解の数と と の関係

と同じ数の解を持つ



表 の解の数と と の関係

の約数 解がない時の



表 の解の数と と の関係

の約数 解が１つの時の

なし

表 の解の数と と の関係

の約数 解が 個（ と同じ数）の時の

なし



表 の解の数と と の関係

と同じ数の解を持つ
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についての観察結果

①与えられた に対して得られる解の数は の約数 と予想される

（例） の時、 であり約数は 得られる解も となっている

の時、 であり約数は 得られる解も と

なっている

②解が最大個数である 個の時の は と予想される

（例） の時 となる為 の時 個の最大個数の解がある

③解が１つしかない場合 と は互いに素 ）、と予想される

（例） の時 と は互いに素 なので解は１つ

についての観察結果

①解を１つも持たない時 は必ず偶数となる と予想される 特に であれ

ば の時解を持たない

例 の時 と表現できる

よって の時解を持たない

②解が１つの時の は必ず奇数 と予想される

③ の時 しか解がない と予想される

④ の時 を必ず解に持ち 場合によってその他 つの解を持つと予想される



考察

の観察結果の証明

①

②解が最大個数である 個の時の は となっている。これはフェルマーの小定理よ

り明らか

③ とすると なる は 個ある

証

と書ける と は互いに素

なら になる これを示す

ユークリッドの補題より

を掛けると

よって

の解を とすると

よって なる は 個ある 証明終わり

の観察結果の証明

① に解がないとする

が奇数だと が解となるので を偶数とし は奇数 と置く

に解があれば は解がある

よって に解がなければよい

フェルマーの小定理より

なので には解がない

よって なら解がないので なら解がある事を示せばよい

を原始根とする

の時

これを 乗すると

よって となり で解を持つ

の時

これを 乗すると

よって

②



③ とする

両辺に を掛けると

ここで となるので

よって は しか解を持たない （証明終わり）

④ とする

両辺に を掛けると

ここで となるので

が解となるのは明らかなので を調べる

表 ～ より は が の倍数の時 を含めた つの解を持

つ時がある



今後の課題

の一般的な解の個数については解明できなかった。

素数 の考え方を軸に が偶数 奇数の場合も考える必要がある。

感想

当初の予定では ③ についても研究する予定でしたが 自分の力量

不足により③については調べる事ができずに終わってしまいました。是非とも有能な後輩達に研究

して貰えたら嬉しいです。


